
２０２１年１０月２６日 

十六銀行との「地方創生に関する連携協定」の締結について 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、株式会社十六銀行（頭取 石黒 明秀）

と、地方創生に関する連携協定を締結しました。 

十六銀行において、生命保険会社と地方創生に関する連携協定を締結するのは、当社が

はじめてとなります。 

本協定の締結により、十六銀行が進める諸施策に、当社が保険事業や社会貢献活動等を

通じて培った知見やノウハウを提供します。また、当社が２０２０年４月から展開している

「地元の元気プロジェクト（注）」の一環として、当社の県内営業網や全国規模のネット  

ワーク（１,１００を超える拠点、４５,０００人を超える従業員）、および関係各方面との 

広範な連携を活用して、十六銀行とともに地域社会の発展に取り組んでまいります。 

また、当社はこれまで、健康増進事業の推進や地域経済の活性化支援等を目的とした

連携協定を各地域の地方自治体や金融機関等と進めており、今後も引き続き、地域課題の

解決や活性化に向け取り組んでまいります。 

（注）当社従業員が「ひと」や「職場」、「まち」をつなぐ担い手となり、地域にあたたかい「つながり」を    
お届けすることで、地域のみなさまの暮らしの充実や地域課題の解決に貢献する全社横断の取組み     
プロジェクト詳細：https://www.meijiyasuda.co.jp/brand/ld/jimotonogenki/ 

 

以 上     

■十六銀行との「地方創生に関する連携協定」の締結について 

１．名称 

「株式会社十六銀行と明治安田生命保険相互会社との地方創生に関する連携協定」 

２．主な連携事項 

（１）産業振興および観光振興に関すること 

・十六銀行取引先企業の商品やサービスのＰＲ 

・当社が主催する異業種交流会（東京、大阪、名古屋）を通じた、十六銀行取引先

企業のビジネス機会創出の支援 

（２）健康づくりの推進に関すること 

  ・健康経営等に関するセミナーの共同開催 

・十六銀行本支店内、取引先での健康フェアの開催 

（３）その他、地方創生の推進に関すること 

  ・ＣＳＲ活動への共同取組みを実施 


